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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内接型ギヤポンプであって、ポンプハウジング（３）と環状歯車（４）と、該環状歯車
（４）内に配置されていてこの環状歯車（４）と噛み合う歯車（５）と、軸受リング（１
３）とを有しており、前記軸受リング（１３）によって前記環状歯車（４）は前記ポンプ
ハウジング（３）内で回転可能に滑り軸受けされている形式のものにおいて、
　前記軸受リング（１３）がこの軸受リング（１３）の円周の一箇所（１４）で開放して
おり、
　前記軸受リング（１３）の開放した円周箇所（１４）が、前記歯車（５）と前記環状歯
車（４）との間の中間室内で吸入室（８）を吐出室（９）から分離する分離部材（７）と
前記歯車をはさんで向き合った位置に配置されることを特徴とする、内接型ギヤポンプ。
【請求項２】
　前記円周箇所（１４）が、前記吐出室（９）を有している円周領域の外側に位置してい
ることを特徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項３】
　前記軸受リング（１３）が、外方に突き出す回り止め部材（１５）を有しており、該回
り止め部材（１５）が前記ポンプハウジング（３）の切欠（１６）内に係合することを特
徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項４】
　前記軸受リング（１３）が前記ポンプハウジング（３）内にプリロードをかけて押し込
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まれていることを特徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項５】
　前記軸受リング（１３）が、該軸受リング（１３）の円周の前記開放した箇所（１４）
で拡開されていることを特徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項６】
　前記軸受リング（１３）が金属薄板ストリップから曲げ成形されていることを特徴とす
る、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項７】
　前記軸受リング（１３）が、内周面にコーティングを有していることを特徴とする、請
求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項８】
　前記軸受リング（１３）の内周面が点状の凹部（１８）を有していることを特徴とする
、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項９】
　前記軸受リング（１３）の内周面が、前記軸受リング（１３）の長手方向中央に延在す
る溝（１９）を有していることを特徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項１０】
　前記軸受リング（１３）の内周面が、前記溝（１９）から延在する分岐部（２０）を有
していることを特徴とする、請求項９記載の内接型ギヤポンプ。
【請求項１１】
　前記環状歯車（４）が、前記軸受リング（１３）内で回転可能に滑り軸受けされたタイ
ヤ（１２）内で回転不能であることを特徴とする、請求項１記載の内接型ギヤポンプ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念部の特徴を有する内接型ギヤポンプに関する。内接型ギ
ヤポンプは、特に液圧式の補助動力式および／またはスリップ制御式の車両ブレーキ装置
用の液圧ポンプとして設けられている。
【背景技術】
【０００２】
　内接型ギヤポンプは公知である。内接型ギヤポンプはポンプハウジングを有しており、
このポンプハウジング内に環状歯車が回転可能に軸受けされていて、この環状歯車は、こ
の環状歯車内に配置された歯車と噛み合い、この場合、典型的には、歯車はポンプ軸に回
転不能に配置されていて、内接型ギヤポンプを運転するために回転駆動せしめられ、この
歯車と噛み合う環状歯車を回転駆動する。
【０００３】
　特許文献１には、内接型ギヤポンプが開示されており、この内接型ギヤポンプの環状歯
車が、円周方向で閉鎖された軸受リングと共に回転可能にポンプハウジング内で滑り軸受
けされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許公開第１９７１０８０４号明細書
【発明の概要】
【０００５】
　請求項１の特徴を有する本発明による内接型ギヤポンプは、ポンプハウジング内で環状
歯車を滑り軸受けするための軸受リングを有しており、この軸受リングは、その円周の一
箇所で開放しており、以下では短縮して開放した軸受リングまたは単に軸受リングと称呼
される。開放した箇所に基づいて、軸受リングを僅かに、好適には弾性的に変形させるこ
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とによって、軸受リングの円周および直径は容易に変化し、軸受リングを簡単にポンプハ
ウジング内に嵌め込むことができる。
【０００６】
　内接型ギヤポンプとは、環状歯車ポンプとも理解される。
【０００７】
　従属請求項は、請求項１に記載した本発明の好適な実施態様および変更実施例を対象と
している。
【０００８】
　請求項２によれば、軸受リングの開放した円周箇所が、内接型ギヤポンプが吐出室を有
している円周領域の外側に位置している。内接型ギヤポンプの吐出室は、環状歯車と歯車
との間に位置しており、これらの歯車は、回転駆動されると流体を吐出室内に吐出し、そ
れによって吐出室内に圧力を形成する。この圧力は環状歯車を吐出室の領域内で外方に押
圧する。軸受リングの開放した円周箇所は、内接型ギヤポンプ内の圧力が環状歯車を外方
に押圧する円周領域内に位置していない。吐出室はポンプ出口と連通している。
【０００９】
　本発明の１実施態様によれば、軸受リングの、外方に突き出す回り止め部材が設けられ
ており、この回り止め部材は、ポンプハウジングの切欠内に係合し、それによって軸受リ
ングをポンプハウジング内で回転不能に保持する。回り止め部材は、例えば軸受リングに
取り付けられた、例えばねじ固定、リベット留めまたは溶接された部材であってよい。開
放した軸受リングの一端部または両端部を回り止め部材として外方に折り曲げるか、また
は円周の任意の箇所で軸受リングをＵ字形に外方に突き出して変形することも可能である
。
【００１０】
　本発明の１実施態様によれば、軸受リングはポンプハウジング内にプリロードかけて押
し込まれている（請求項４）。つまり、軸受リングは、ポンプハウジング内に組み込む前
に、組み込まれた状態におけるよりも大きい円周および直径を有しており、ポンプハウジ
ング内に組み込むために、好適には弾性的に縮小される。これはその開放した円周箇所に
基づいて容易に可能であるので、軸受リングは組み込み時にプリロードをかけて内側から
ポンプハウジング内に当て付けられる。
【００１１】
　請求項５によれば、軸受リングはその開放した円周箇所で拡開されている。このために
、軸受リングの両端部は開放した円周箇所の両側で、例えばくさび等の拡開部材によって
円周方向で互いに離れる方向に押圧され、それによって軸受リングはポンプハウジング内
に堅固に緊締されている。
【００１２】
　軸受リングの使用は、簡単な形式で、内接型ギヤポンプの環状歯車のための滑り面を形
成する軸受リングの内周面のコーティング（請求項７）および／または構造形成（請求項
８）を可能にする。軸受リングの内周面は、耐摩耗性のおよび／または摩耗を低減するコ
ーティングを有しているか、または潤滑剤の付着を改善するための複数の凹部および／ま
たは溝等を、潤滑剤貯蔵部としておよび／または軸受リングの内周面に潤滑剤を分配する
ために有していてよい。この場合、潤滑剤は典型的には、内接型ギヤポンプによって吐出
される液体、つまり液圧式の車両ブレーキ装置ではブレーキ液である。軸受リングは開放
しているので、軸受リングは平らなストリップからリングに曲げ成形され得る。コーティ
ングまたは構造形成部は、リングの内周面の代わりに平らなストリップに施されるように
すれば、簡単である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明による内接型ギヤポンプの側面図である。
【図２】本発明による、図１に矢印ＩＩで示した詳細部分の変更実施例を示す図である。
【図３】図１に示した本発明による内接型ギヤポンプの軸受リングの構造形成された内周
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面を示す図である。
【図４】図１に示した本発明による内接型ギヤポンプの軸受リングの構造形成された内周
面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に本発明を、図面に示した実施形態を用いて詳しく説明する。
【００１５】
　図面は、本発明を理解し、かつ説明するための、概略的に簡略して示した図である。
【００１６】
　図１に示した本発明による内接型ギヤポンプ１は、詳しく示されていない液圧式の車両
ブレーキ装置のスリップ制御システムの液圧ブロック２内に配置されており、この液圧ブ
ロック２は、内接型ギヤポンプ１のポンプハウジング３を形成している。ポンプハウジン
グ３内に、環状歯車４つまり内歯を有する歯車が配置されていて、この環状歯車内に、こ
の環状歯車４と噛み合う外歯を有する歯車５が配置されている。環状歯車４および歯車５
は、複数の歯車として、または内接型ギヤポンプ１のギヤセットとして理解されてもよい
。歯車５は、ポンプ軸６に回転不能に配置されていて、このポンプ軸６は、内接型ギヤポ
ンプ１を運転するために回転駆動せしめられ、これによって、一緒に回転する歯車５が環
状歯車４を回転駆動し、内接型ギヤポンプ１は公知の形式で流体を吐出する。
【００１７】
　歯車５と環状歯車４との間のクレセント形の中間室内に、アーチ形の分離部材７が配置
されており、この分離部材７に歯車５および環状歯車４の複数の歯の歯先が当接して、内
接型ギヤポンプ１の運転時に滑動する。クレセントとも称呼される分離部材７は、内接型
ギヤポンプ１の歯車５と環状歯車４との間の中間室内で吸入室８を吐出室９から分離する
。分離部材７の吸入室側の端部は、吸入室８内の歯車５と環状歯車４との間のクレセント
形の中間室を横方向に貫通する、支持部１０としてのピンに支えられている。入口および
出口は、ポンプハウジング３のカバー内に位置しており、このカバーは、図１では取り外
されているので、見えていない。カバーが取り外されているために、ポンプハウジング３
が見えている。
【００１８】
　ポンプハウジング３は円筒形の中空室１１を有しており、この中空室１１内に、環状歯
車４と歯車５と分離部材７とが配置されている。環状歯車４はタイヤ１２内に押し込まれ
ていて、このタイヤ１２は、環状歯車４よりも幅の広い金属製のリングであって、これに
よって、環状歯車４を回転軸受けするための滑り軸受面は環状歯車４よりも幅広である。
タイヤ１２は軸受リング１３内に回転可能に滑り軸受けされており、この軸受リング１３
は、タイヤ１２と同程度に幅広であって、ポンプハウジング３の中空室１１内に回転不能
に配置されている。軸受リング１３は、最初は平らな金属薄板ストリップからリングに曲
げ成形されていて、その円周の一箇所１４が開放している。開放した円周箇所１４によっ
て、軸受リング１３は円周方向および半径方向でばね弾性的であり、また軸受リング１３
は、ポンプハウジング３の外側で緊張解除された状態でポンプハウジング３の中空室１１
よりも大きい曲率半径および直径を有している。ポンプハウジング３内に組み込むために
、軸受リング１３は弾性的に、より小さい円周および直径に圧縮され、ポンプハウジング
３の中空室１１内でばね弾性的に拡がり、それによって軸受リング１３はポンプハウジン
グ３内にプリロード下で当接する。
【００１９】
　軸受リング１３の開放した円周箇所１４の一端部は、回り止め部材１５として外方に折
り曲げられていて、ポンプハウジング３の円筒形の中空室１１の円周部の切欠１６内に係
合し、それによって軸受リング１３は、外方でそのプリロードによってポンプハウジング
３内に当接し、またその回り止め部材１５が切欠１６内に係合することによっても、ポン
プハウジング３内で回転不能に保持されている。
【００２０】
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　図２に示した変更実施例では、軸受リング１３の両端部が外方に折り曲げられていて、
軸受リング１３の両端部間に拡開部材１７が取り付けられており、この拡開部材１７は、
軸受リング１３の両端部を互いに離れる方向に押圧し、それによって軸受リング１３を外
方に向かって、ひいてはポンプハウジング３内に緊締する。
【００２１】
　軸受リング１３の開放した円周箇所１４は、分離部材７に向き合って、つまり吸入室８
と吐出室９との間に位置している。一般的に、軸受リング１３の開放した円周箇所１４は
、吐出室９が位置する円周領域の外側に位置している。内接型ギヤポンプ１の運転時に、
歯車５が回転駆動され、この歯車５に噛み合う環状歯車４を回転駆動させると、歯車５お
よび環状歯車４は、ブレーキ液を吸入室８から分離部材７の内側および外側に沿って吐出
室９内に吐出し、吐出室９内に、吐出室９の領域内で環状歯車４を外方に付勢する圧力を
生ぜしめる。軸受リング１３の開放した円周箇所１４は、環状歯車４が内接型ギヤポンプ
１内の圧力によって外方に付勢される円周領域内に位置していない。
【００２２】
　軸受リング１３は、焼入れまたは表面焼入れされていてよいか、または耐摩耗性のおよ
び／または摩擦を低減するコーティングを少なくとも軸受リング１３の内周面に有してい
てよい。例えば摩擦を低減するコーティングとしてプラスチック例えばＰＴＦＥより成る
コーティングも可能である。
【００２３】
　図３および図４は、表面構造形成部を有する、本発明による２つの軸受リング１３の内
周面を示す。図３では、軸受リング１３の内周面は複数の点状の凹部１８を有している（
ゴルフボールパターン）。これらの凹部１８は、軸受リング１３における潤滑剤の付着を
改善し、潤滑剤貯蔵部を形成しており、この場合、液圧式の車両ブレーキ装置内では潤滑
剤はブレーキ液である。
【００２４】
　図４では、軸受リング１３の内周面は、表面構造形成部として、長手方向中央に延在す
る溝１９を有しており、この溝１９から短い分岐部２０が斜め外方に延在しており、それ
によって魚骨形模様が得られる。これらの表面構造形成部１９，２０は、潤滑剤を軸受リ
ング１３の内周面に亘って長手方向および横方向に分配する。
【００２５】
　環状歯車４をタイヤ１２なしで軸受リング１３に直に回転可能に滑り軸受けすることも
可能である（図示せず）。
【符号の説明】
【００２６】
　１　内接型ギヤポンプ
　２　液圧ブロック
　３　ポンプハウジング
　４　環状歯車
　５　外歯を有する歯車
　６　ポンプ軸
　７　分離部材
　８　吸入室
　９　吐出室
　１０　支持部
　１１　中空室
　１２　タイヤ
　１３　軸受リング
　１４　円周箇所、円周の一箇所
　１５　回り止め部材
　１６　切欠
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　１７　拡開部材
　１８　凹部
　１９　溝
　２０　分岐部

【図１】 【図２】

【図３】
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